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一
、
は
じ
め
に

中
世
の
天
台
教
学
の
談
義
・
唱
導
と
説
話
の
生
成
・
変
容
に
つ
い
て
、

関
東
の
談
義
所
寺
院
や
、
学
僧
の
活
動
実
態
の
研
究
成
果
が
近
年
多
く

報
告
さ
れ
、
そ
の
様
相
が
明
ら
か
と
な
り
つ
つ
あ
る

(

注
１)

。
し
か
し
そ
れ
ら

は
、
当
時
多
く
の
談
義
所
が
存
在
し
て
い
た
東
日
本
、
そ
の
中
で
も
特

に
関
東
を
中
心
と
し
た
報
告
が
多
く
を
占
め
る
。
確
か
に
、
直
談
系
の

法
華
経
注
釈
書
所
収
の
説
話
も
、
そ
の
舞
台
を
関
東
や
近
畿
地
方
と
す

る
も
の
が
多
く
、
特
に
九
州
地
方
に
纏
わ
る
説
話
と
な
る
と
数
が
少
な

い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
日
光
輪
王
寺
天
海
蔵『

直
談
因
縁
集

(

注
２)』

所
収

の
伝
教
大
師
宇
佐
神
宮
参
詣
説
話
は
、
一
般
的
に
知
ら
れ
る
も
の
と
内

容
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
説
話
の
変
容
と
享
受
を
解
明
す
る
上
で
、

大
変
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
北
部
九
州
に
纏
わ
る
最
澄
の
宇
佐
神
宮
参
詣
説

話
が
、
ど
の
よ
う
に
変
容
し
享
受
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
諸
書
に
見
え

る
類
話
を
比
較
し
な
が
ら
考
察
を
行
っ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
文
献

(

古
典)

説
話
や
高
僧
伝
な
ど
に
散
見
さ
れ
る
最
澄
の
宇
佐
神
宮
参
詣

説
話
に
つ
い
て
、
中
央
と
在
地
の
資
料
の
そ
れ
ぞ
れ
を
整
理
し
な
が
ら
、

本
説
話
が
、
後
に
直
談
系
の
法
華
経
注
釈
書
の
中
に
変
容
し
取
り
込
ま

れ
て
い
く
様
相
の
解
明
を
目
指
し
た
い
。

二
、
宇
佐
参
詣
説
話
の
概
要

ま
ず
、
最
澄
の
宇
佐
神
宮
参
詣
説
話
に
つ
い
て
、
一
連
の
説
話
を
通

観
し
た
上
で
、
説
話
の
要
素
が
一
番
整
理
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
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『
今
昔
物
語
集』

巻
十
一
第
十
話｢

伝
教
大
師
亘
宋
伝
天
台
宗
帰
来
語

(

注
３)｣

よ
り
、
そ
の
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

而
ル
ニ
、
唐
ニ
渡
ラ
ム
ト
為
シ
時
ニ
、
先
ヅ
、
宇
佐
ノ
宮
ニ
詣

テ
、｢

道
ノ
間
、
海
ノ
怖
レ
無
ク
シ
テ
平
カ
ニ
渡
シ
給
ヘ｣

ト
、

祈
ロ
申
シ
給
ケ
ル
ニ
、
思
ノ
如
ク
彼
ノ
国
ニ
渡
リ
着
テ
、
天
台
ノ

法
文
ヲ
習
伝
ヘ
テ
、
延
暦
二
十
四
年
ト
云
フ
年
帰
朝
ス
ル
ニ
、
其

喜
ビ
申
サ
ム
ガ
為
ニ
、
先
ヅ
宇
佐
ノ
宮
ニ
詣
デ
、
御
前
ニ
シ
テ
礼

拝
恭
敬
シ
テ
、
法
華
経
ヲ
講
ジ
テ
申
サ
ク
、｢

我
レ
思
ノ
如
ク
唐

ニ
渡
リ
、
天
台
ノ
法
文
を
習
ヒ
伝
ヘ
テ
帰
リ
来
レ
リ
。
今
ハ
比
叡

山
ヲ
建
立
シ
テ
多
ノ
僧
徒
ヲ
令
住
メ
テ
、
唯
一
無
二
ノ
一
乗
宗
ヲ

立
テ
、
有
情
非
情
皆
成
仏
ノ
旨
ヲ
悟
メ
テ
、
国
ニ
令
弘
シ
。
仏
ハ

薬
師
仏
ヲ
造
奉
テ『

一
切
衆
生
ノ
病
ヲ
令
愈
メ
ム』
ト
思
フ
。
但

シ
其
願
、
大
菩
薩
ノ
御
護
ニ
依
テ
可
遂
キ
事
ナ
リ｣
。

其
時
ニ
、
御
殿
ノ
内
ヨ
リ
妙
ナ
ル
御
声
有
リ
。
示
シ
テ
宣
ハ
ク
、

｢

聖
人
、
願
ヘ
ル
所
極
テ
貴
シ
。
速
ニ
此
ノ
願
ヲ
可
遂
シ
。
我
レ

専
ニ
護
リ
ヲ
可
加
シ
。
但
、
此
ノ
衣
ヲ
着
テ
薬
師
ノ
像
ヲ
可
造
奉

シ｣

ト
テ
、
御
殿
ノ
内
ヨ
リ
被
投
出
タ
リ
。
是
ヲ
取
テ
見
ル
ニ
、

唐
ノ
絹
、
滋
ク
紫
ノ
色
ニ
染
テ
、
綿
厚
ク
□
タ
ル
小
袖
ニ
テ
有
リ
。

是
ヲ
給
リ
テ
、
礼
拝
シ
テ
出
ヌ
。
其
後
、
返
テ
比
叡
山
ヲ
建
立
ス

ル
ニ
、
彼
ノ
淨
衣
ヲ
着
テ
、
自
ラ
薬
師
像
ヲ
造
奉
レ
リ
。

『

今
昔
物
語
集』

巻
十
一
第
十
話
は
、
最
澄
に
よ
っ
て
天
台
宗
が
招
来

さ
れ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
比
叡
山
を
建
立
し

薬
師
像
を
造
る
に
至
っ
た
契
機
と
し
て
、
最
澄
が
、
唐
か
ら
帰
朝
し
、

渡
海
安
全
の
祈
願
を
し
た
宇
佐
神
宮
に
お
礼
参
り
を
し
た
際
、
法
華
経

を
講
じ
て
、
国
内
の
布
教
活
動
に
お
け
る
大
菩
薩
の
加
護
を
願
っ
た
と

こ
ろ
、
御
殿
の
内
よ
り
願
い
を
聞
き
入
れ
た
旨
を
伝
え
る
声
が
聞
こ
え
、

与
え
ら
れ
た
衣
を
着
て
薬
師
の
像
を
造
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
小
袖
を
賜
っ

た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、『

直
談
因
縁
集』

四－

三
〇
話
で
は
、
最
澄
の
宇
佐
神
宮
参

詣
説
話
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。(

私
に
本
文
を
書
き
下
し
、

送
り
仮
名
等
を
補
っ
た
場
合
は
括
弧
を
付
し
た)

一
、
宝
塔
現(

ル
ル)

ニ
付(

キ)

テ
。
伝
教
大
師
、
九
州
豊
前

(

ノ)

国
、
宇
佐
八
幡
ノ
宝
前
ニ
シ
テ
、
法
花(

ヲ)

講

(

ジ)

玉
フ
ニ
、
辺(

リ)

ノ
草
木
等
、
ナ
リ
亘
ル
。
ア
ヤ

シ
ム
ル
ニ
、
宝
塔
現(

ル)

。
見
レ
ハ
、
金
色
ノ
仏
、
居
玉

フ
也
。
聴
衆
モ
之(

ヲ)

拝
シ
、
殊
勝
ニ
存(

ズ)

ル
ニ
、

軈
テ
化
シ
テ
失
ス
、
ト
云
々
。

こ
の
よ
う
に『
直
談
因
縁
集』

で
は
、
最
澄
が
宇
佐
神
宮
を
参
詣
し
た

目
的
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
ず
、
ま
た
最
澄
が
法
華
経
を
講
じ
る
と
草
木
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が
感
応
し
宝
塔
が
出
現
し
た
と
す
る
な
ど
、『

今
昔
物
語
集』

と
は
大

き
く
話
の
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。

『

直
談
因
縁
集』

は
、
法
華
経
二
十
八
品
の
順
に
従
い
、『

法
華
経』

の
教
え
を
わ
か
り
や
す
く
、
そ
の
実
証
例
と
し
て
説
話
を
用
い
な
が
ら

記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
法
華
経
の｢

見
宝
塔
品｣

の
教

え
を
伝
え
る
の
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に
変
容
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
古
く
か
ら
あ
る
最
澄
伝
説
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
宝
塔
の
話
が
結
び
つ
い
て
い
く
の
か
、
そ
の
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う

な
最
澄
の
宇
佐
神
宮
参
詣
に
纏
わ
る
言
説
や
事
柄
が
あ
っ
た
の
か
、
検

証
し
て
い
き
た
い
。

三
、
説
話
の
比
較

ま
ず
、
最
澄
の
宇
佐
神
宮
参
詣
説
話
を
記
し
た
文
献
に
つ
い
て
、
そ

の
内
容
の
異
同
を
知
る
た
め
に
、
次
に
示
す
よ
う
な(

イ)

〜(
ヘ)
の

項
目
に
よ
り
整
理
し
て
比
較
を
行
っ
た
。

(

イ)

年
号

●

甲(

延
暦
二
十
四
年
と
、
帰
朝
し
た
年
を
記
し
た
も
の)

●

乙(

弘
仁
五
年
と
、
宇
佐
神
宮
に
参
詣
し
た
年
を
記
し
た
も
の)

●

×(

記
述
な
し)

(

ロ)

法
華
経
を
講
じ
る

●

○(

記
述
あ
り)

●

×(

記
述
な
し)

(

ハ)

草
木
の
感
応

●

○(

記
述
あ
り)

●

×(

記
述
な
し)
(

ニ)

宝
塔
の
出
現

●

○(

記
述
あ
り)

●

×(

記
述
な
し)

(

ホ)

託
宣
を
受
け
る

●

甲(

金
色
の
仏
の
出
現
と
託
宣)

●

甲’(

金
色
の
仏
の
出
現
の
み)

●

乙(

託
宣
に
よ
り
衣
を
賜
る)

●

乙’(

託
宣
の
み
を
受
け
る)

●

乙”(

衣
を
賜
る
の
み
で
託
宣
は
受
け
て
い
な
い)

●

×(

記
述
な
し)

そ
の
結
果
を【

表
一】

〜【

表
四】

と
し
て
示
す

(

注
４)

。
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直
談
因
縁
集 文

献
名

×

(

イ)

○

(

ロ)

○

(

ハ)

○

(

ニ)

甲’

(

ホ)

【
表
一
】『

直
談
因
縁
集』



ま
ず【

表
一】

『

直
談
因
縁
集』

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、(

イ)

の
項

に
×
と
あ
る
よ
う
に
、
年
号
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し

て(

ロ)

か
ら(

ニ)

に
つ
い
て
は
全
て
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

(

ホ)

に
つ
い
て
は
、
金
色
の
仏
に
よ
る
託
宣
は
な
く
仏
が
出
現
し
た

こ
と
を
の
み
記
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し【

表
二】

古
典
説
話
の
類
で
は
、(

イ)

よ
り
参
詣
し

た
年
が
延
暦
二
十
四
年
か
ら
弘
仁
五
年
へ
と
、
最
澄
が
宇
佐
神
宮
に
参

詣
し
た
年
が
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

(

注
５)

。
ま
た
、

(
ロ)

か
ら(

ニ)

に
つ
い
て
は
、
全
て
に
お
い
て
、
最
澄
が
御
前
で

法
華
経
を
講
じ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
草
木
の
感
応
と
宝
塔
の
出

現
と
い
う
こ
と
は
記
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、『

三
宝
絵』

を
除
く
全

て
に
お
い
て
、
若
干
の
記
述
の
違
い
は
あ
る
が
、
最
澄
が
託
宣
に
よ
り

衣
を
授
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
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古
今
著
聞
集

二－

三
九

水
鏡
宝
物
集

巻
七

今
昔
物
語
集

十
一－

十

三
宝
絵

下 文
献
名

乙 乙 × 甲 甲

(

イ)

○ ○ ○ ○ ○

(

ロ)

× × × × ×

(

ハ)

× × × × ×

(

ニ)

乙 乙 乙 乙 乙”

(

ホ)

【
表
二
】
古
典(

文
献)

説
話

叡
山
要
記

上(

鎮
西
竈
門
山)

元
亨
釈
書

巻
一

私
聚
百
因
縁
集

七－

六

日
本
高
僧
伝
要
文
抄

拾
遺
往
生
伝

上－

三

法
華
験
記

上－

三

叡
山
大
師
伝

伝
教
大
師
行
状
記

比
叡
山
延
暦
寺
元
初
祖
師
行
業
記

伝
教
大
師
伝 文
献
名

乙 乙 × 乙 乙 甲 乙 乙 乙 乙

(

イ)
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

(
ロ)

× × ○ × × × × × × ×

(

ハ)

× × × × × × × × × ×

(

ニ)

乙”乙 乙 乙 乙 乙”乙 乙 × 乙

(

ホ)

【
表
三
】
大
師
伝
・
比
叡
山
関
連
文
書
な
ど

宇
佐
宮
年
中
斎
会
法
文
案

八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集

東
大
寺
八
幡
験
記

宮
寺
縁
事
抄

僧
綱
補
任
抄
出
文
献
名

乙 乙 乙 乙 乙

(

イ)

○ ○ ○ ○ ○

(

ロ)

× × × × ×

(

ハ)

× × × × ×

(

ニ)

× 乙◯ 乙 乙 ×

(

ホ)

【
表
四
】
八
幡
宮
関
連
文
書



次
に【

表
三】

大
師
伝
・
比
叡
山
関
連
文
書
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま

ず(
イ)
よ
り
、
年
号
の
記
載
の
な
い『

私
聚
百
因
縁
集』

と
、
最
澄

の
帰
朝
し
た
年
を
記
す『

法
華
験
記』

を
除
き
全
て
、
最
澄
が
宇
佐
神

宮
に
詣
で
た
年
の
弘
仁
五
年
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て『

比
叡
山
元
初

祖
師
行
業
記』
は
、
最
澄
が
弘
仁
五
年
に
宇
佐
神
宮
に
詣
で
た
こ
と
の

み
を
記
述
し『

法
華
験
記』
は(

ホ)

に｢

乙”｣

と
あ
る
よ
う
に
特
に

託
宣
を
受
け
た
と
い
う
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
若
干
の
記

事
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
大
師
伝
や
高
僧
伝
の
類
は
、
弘
仁
五

年
に
最
澄
が
御
前
で
法
華
経
を
講
じ
た
と
こ
ろ
託
宣
よ
り
衣
を
賜
っ
た

と
い
う
、
古
典
説
話
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。更

に【

表
四】

八
幡
宮
関
連
文
書
な
ど
の
記
録
類
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
に
は
全
て
、
弘
仁
五
年
と
い
う
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。『

僧
綱
補

任
抄
出』

と『

宇
佐
宮
年
中
斎
会
法
文
集』

は
、
最
澄
が
宇
佐
神
宮
に

詣
で
法
華
経
を
講
じ
た
こ
と
の
み
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
全

て
が
、
託
宣
に
よ
り
衣
を
賜
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。『

八
幡
宇
佐

宮
御
託
宣
集』

の(

ホ)

の
欄
に
乙◯
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
は
記
載

内
容
に
託
宣
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
文
献
の
性
格
上
託
宣
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
乙◯
と
記
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の

文
書
類
に
は
、
最
澄
が
弘
仁
五
年
に
渡
海
安
全
が
成
就
し
た
お
礼
に
宇

佐
神
宮
を
詣
で
法
華
経
を
講
じ
た
際
、
託
宣
を
受
け
衣
を
賜
っ
た
と
い

う
一
定
の
流
れ
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、
諸
書
に
見
ら
れ
る
類
話
の
記
述
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、

古
典
説
話
や
大
師
伝
・
八
幡
宮
関
連
文
書
の
類
は
、
一
部
に
年
号
や
法

華
経
を
講
じ
た
結
果
な
ど
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
あ
る
程
度
共
通
の

内
容
を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『

直
談
因
縁
集』

の
み
が
、
そ
れ

ら
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は『

直
談
因
縁
集』

の
み
、(

ハ)

草
木
の
感
応
、(

ニ)

宝
塔
の
出
現
、(

ホ)

法
華
経
を

講
じ
た
後
金
色
の
仏
の
出
現
、
と
い
う
記
述
内
容
を
持
っ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
最
澄
の
宇
佐
神
宮
参
詣
説
話
に
、
そ
の
よ
う
な
内

容
が
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
に
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
直
談
系
の
説
話
と
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
考
察
を
行
っ
て
い

く
。

四
、
直
談
系
の
説
話

先
行
研
究
に
於
い
て
、
さ
な
が
ら
法
華
経
説
話
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の

体
を
な
し
て
い
る
と
位
置
付
け
ら
れ
る『

法
華
経
直
談
鈔

(

注
６)』

四
本－

三

六
話
に
は
、
最
澄
が
延
暦
寺
を
建
立
し
た
際
の
説
話
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
話
を
記
し
て
い
る
。(

私
に
本
文
を
書
き
下
し
、
会
話
に
は
カ
ギ

括
弧
を
付
し
、
送
り
仮
名
等
を
補
っ
た
場
合
は
括
弧
を
付
し
た)
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伝
教
大
師
、
延
暦
四
年
七
月
二
十
六
日
ニ
、
初(

メ)

テ
叡
山
ニ

登(
リ)

給(

フ)

ニ
、
彼(

ノ)

山
ノ
東
ニ
當(

タ
リ)

テ
、

一(
ツ)

ノ
岩
尾
有(

リ)

、
其(

ノ)

上
ニ
、
一
人(

ノ)

化

人
現(
レ)
玉
ヘ
リ
、
其(

ノ)

長(

サ)

、
一
丈
餘(

リ)

ニ

シ
テ
、
肩
ニ
金
色
ノ
光
有(

リ)

、
化
人
云(

ク)

、｢

此(

ノ)

山
ハ
、
是(

レ)
断
惑
ノ
聖
者
ノ
ミ
居(

ル)

所
ナ
リ
、
汝
ハ
何

ノ
所
ヨ
リ
来(

ル)
カ｣
、
大
師
答(

ヘ
テ)

云(

ク)

、｢

我
ハ

昔
、
霊
山
ノ
法
花
ノ
聴
衆
タ
リ
、
重
玄
門(

ニ)

入
リ
、
倒
取
凡

事
ニ
シ
テ
、
衆
生(

ヲ)

利
益(
セ
ン
ガ)

為(

ニ)

、
此(

ニ)

来(

ル)

也｣

ト
云
ヘ
リ
、
重(
ネ)
テ
問(

ヒ
テ)

云(

ハ
ク)

、

｢

何
ノ
所
用
有(

リ
テ)

此
ニ
来
ル
カ｣
、
大
師
答(

ヘ
テ)

云

(

ハ
ク)

、｢

我
、
此(

ノ)

山(

ニ)

於(
テ)
、
寺
院
ヲ
建
立
シ
、

仏
法
ヲ
弘
通(

セ)

ン
カ
為
ナ
リ｣
(

ト)

云
ヘ
リ
、
大
師
、
又

化
人
ニ
問(

ヒ
テ)

云(

ハ
ク)

、｢

何
ナ
ル
人
ニ
テ
御
座(

シ
マ

ス)

カ｣

、
化
人
答(

ヘ
テ)

云(

ハ
ク)

、｢

今
此(
ノ)
三
界

悉(

ク)

是(

レ)

吾
子｣

ト
云
ヘ
リ
、
此
ノ
時
、
天
ヨ
リ
曼
陀

羅
華
雨(

リ)

、
六
種
震
動
シ
、
宝
塔
虚
空
ニ
湧(

キ)

現(

ル)

ル
ナ
リ
、
夫(

レ)

ヨ
リ
、
彼(

ノ)

在
所
ヲ
塔
ノ
下
ト
名(

ヅ

ク
ル)

ナ
リ
、
其(

ノ)

時
化
人
云(

ハ
ク)

、｢

汝(

ハ)

此

(

ノ)

山
ニ
於(

イ
テ)

、
仏
法
ヲ
弘
通
セ
ハ
、
我
又
守
護(

ス)

ベ
キ｣

御
約
束
有(

リ)

テ
、
即(

チ)

天(

ニ)

昇(

リ)

玉

フ
ナ
リ
、
サ
テ
コ
ソ
、
大
宮
、
権
現
本
地
ハ
教
主
釈
尊
ニ
テ
御
座

(

シ
マ
ス)

ト
知(

リ)

玉
フ
ナ
リ
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
最
澄
が
初
め
て
比
叡
山
に
登
っ
た
時
、
金
色
の
光
を

放
つ
化
人
と
出
会
う
。
最
澄
が
そ
の
化
人
に
対
し
、
比
叡
山
に
寺
院
を

建
立
し
た
い
旨
を
伝
え
る
と
、
空
に
宝
塔
が
出
現
す
る
。
同
様
の
話
は

『

法
華
経
直
談
鈔』

八
本－

二
二
話
に
も
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
、
前
に
示
し
た(

イ)

か
ら(

ヘ)

の
項
目
に
よ
っ

て
整
理
す
る
と
、【

表
五】

の
よ
う
に
な
る
。

【

表
五】

の(

イ)

で
※
と
し
た
の
は
、
ど
ち
ら
も
年
号
を｢

延
暦
四

年｣

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
年
号
や
、
舞
台
と
な
る
場
所

が
宇
佐
神
宮
と
比
叡
山
で
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
法
華
経
を
講
じ
て
い

な
い
点
な
ど
重
要
な
記
述
の
違
い
も
あ
る
が
、『

直
談
因
縁
集』

所
収

の
説
話
と
の
間
に
類
似
点
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

『

今
昔
物
語
集』
及
び『

法
華
験
記』

で
は
、
宇
佐
神
宮
に
参
詣
し
御
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○ ○
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甲 甲

(

ホ)
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表
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前
で
法
華
経
を
講
じ
託
宣
に
よ
り
衣
を
賜
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、

薬
師
像
を
造
り
延
暦
寺
を
建
立
し
た
と
あ
る
が
、『

法
華
経
直
談
鈔』

で
も
同
様
に
、
金
色
の
化
人
と
の
出
会
い
や
宝
塔
の
出
現
が
比
叡
山
延

暦
寺
の
建
立
の
契
機
と
な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
延
暦
寺
の
建
立
説
話

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

五
、
宝
塔
の
出
現
に
つ
い
て

次
に
、(

ホ)

宝
塔
の
中
に
仏
が
出
現
す
る
と
い
う
項
目
で
あ
る
が
、

こ
れ
は｢

見
宝
塔
品｣

に
つ
い
て
説
く
際
に
、
よ
く
見
ら
れ
る
記
述
で

あ
る
。
例
と
し
て『

梁
塵
秘
抄

(

注
７)』

の｢

宝
塔
品｣
五
首
を
挙
げ
る
。

一
〇
五

霊
山
界
会
の
大
空
に
、
宝
塔
扉
を
押
し
開
き
、
二
人
の

仏
を
一
度
に
、
喜
び
拝
み
奉
る

一
〇
六

宝
塔
出
で
し
時
、
遥
か
に
瑠
璃
の
地
と
為
し
て
、
瑪
瑙

の
扉
を
押
し
開
き
、
分
身
仏
ぞ
集
ま
り
し

一
〇
七

宝
塔
出
で
し
時
、
須
弥
も
鉄
囲
も
投
げ
捨
て
、
遥
か
に

瑠
璃
の
地
と
為
し
て
、
分
身
仏
ぞ
集
ま
れ
る

一
〇
八

十
方
仏
神
集
ま
り
て
、
宝
塔
扉
を
押
し
開
き
、
如
来
滅

後
の
末
の
世
に
、
法
華
を
説
き
置
き
給
ひ
し
ぞ

一
〇
九

法
花
経
暫
し
も
持
つ
人
、
十
方
諸
仏
喜
び
て
、
持
戒
頭

陀
に
異
な
ら
ず
、
仏
に
成
る
こ
と
疾
し
と
か
や

こ
の
よ
う
に『

梁
塵
秘
抄』

で
は
、
虚
空
に
宝
塔
が
出
現
す
る
と
い
う

モ
テ
ィ
ー
フ
を
、
視
覚
的
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い
て
お
り
、
直
談
系

の
説
話
で
の
描
か
れ
方
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

し
て
み
る
と
、『

直
談
因
縁
集』

所
収
の
説
話
は
、【

表
二】

か
ら

【

表
四】

に
挙
げ
た
最
澄
の
宇
佐
神
宮
参
詣
説
話
に
お
い
て｢

託
宣
に

よ
り
衣
を
賜
る｣

と
い
う
内
容
の
も
の
が
、『

法
華
経
直
談
鈔』

に
見

ら
れ
る｢

金
色
の
化
人
と
宝
塔
の
出
現｣

と
い
う
記
述
、
も
し
く
は

｢

見
宝
塔
品｣

に
つ
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
、
空
に
宝
塔
が
出
現
し
そ
の

中
か
ら
仏
が
現
れ
た
と
い
う
言
説
と
入
れ
替
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
最
澄
が
宇
佐
に
詣
で
た
際
の
説
話
の
多
く
に｢

託
宣
に
よ
り

衣
を
賜
っ
た｣

と
あ
る
も
の
を
、『

直
談
因
縁
集』

で
は
、｢

宝
塔
が
出

現
し
金
色
の
仏
が
現
れ
た｣

と
い
う
、｢

見
宝
塔
品｣

に
纏
わ
る
言
説

に
多
く
見
ら
れ
る
内
容
に
入
れ
替
え
る
こ
と
で
、
よ
り｢

見
宝
塔
品｣

の
教
え
を
伝
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
形
と
し
て
、
直
談
の
場
に
用
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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六
、
草
木
の
感
応
に
つ
い
て

次
に
、
最
澄
が
法
華
経
を
講
じ
る
と
草
木
が
感
応
し
た
と
い
う
項
目

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、【

表
二】

か
ら【

表
五】

の(

ニ)

の
項
が
全
て
×
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、『

直
談
因
縁
集』

以
外
に
は

全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
最
澄
が
法
華
経
を
講

じ
る
と
草
木
が
感
応
し
た
と
い
う
記
述
が
、
全
く
類
例
の
な
い
も
の
で

あ
る
と
い
う
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

宇
佐
神
宮
と
と
も
に
、
最
澄
が
唐
に
渡
る
際
、
渡
海
安
全
を
祈
願
し

立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る
宝
満
山
竈
門
寺
か
ら
程
近
い
、
豊
前
路(

田
河

道

(

注
８))

の
駅
の
一
つ
で
あ
っ
た
香
春
に
あ
る
香
春
神
社
に
、
最
澄
が
詣
で

た
と
の
記
録
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

｢

香
春
神
社
御
縁
起

(

注
９)｣

に
は
、
最
澄
が
宇
佐
神
宮
に
詣
で
た
後
、
香

春
神
社
に
も
立
ち
寄
り
渡
海
安
全
の
祈
願
を
し
た
こ
と
が
、｢
舊
説
曰｣

な
ど
と
し
な
が
ら
、
数
種
の
文
献
か
ら
抜
粋
し
並
べ
て
記
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、『

続
日
本
後
紀

(

注
�)』

か
ら
抜
粋
さ
れ
た｢

香
春
神
社
御

縁
起｣

の
記
事
を
次
に
掲
げ
る
。

続
日
本
後
紀
曰
、
承
和
四
年
十
二
月
庚
子
日
、
大
宰
府
言
、
管
豊

前
国
鷹
羽
郡
息
長
大
姫
大
目
神
忍
骨
神
豊
比
賣
神
、
惣
是
三
社
元

来
石
山
而
土
木
無
、
至
延
暦
年
中
唐
請
益
僧
最
澄
躬
至
此
山
、
祈

願
縁
神
力
得
渡
海
即
於
山
下
為
神
造
寺
讀
経
、
尓
来
草
木
蓊
鬱
、

神
験
如
在
、
毎
有
水
旱
疾
疫
之
�
、
郡
司
百
姓
之
祈
祷
、
必
蒙
感

應
、
年
登
人
壽
、
異
於
他
邦
、
望
預
官
社
以
表
崇
祠
許
之

私
に
傍
線
を
付
し
た｢

為
神
造
寺
讀
経
、
尓
来
草
木
蓊
鬱｣

の
記
述
に

あ
る
よ
う
に
、
最
澄
が
神
の
為
に
寺
を
造
り
経
を
唱
え
た
と
こ
ろ
、
草

木
が
生
え
亘
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
り
、『

直
談
因
縁
集』

に
見
ら
れ

る
草
木
の
感
応
の
様
子
と
は
少
し
異
な
る
が
、
最
澄
の
読
経
に
よ
り
草

木
が
感
応
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
香
春
神
社
に
つ
い
て
の
記
事
と
関
連
し
て
、
前
掲
の

『

今
昔
物
語
集』

の
話
の
続
き
に
、
春
日
社

(

注
�)

で
法
華
経
を
読
む
と
、
紫

雲
が
覆
っ
た
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
。

亦
、
春
日
ノ
社
ニ
詣
デ
、
神
ノ
御
前
ニ
シ
テ
法
華
経
ヲ
講
ズ
ル
ニ
、

紫
ノ
雲
、
山
ノ
峰
ノ
上
ヨ
リ
立
テ
、
経
ヲ
説
ク
庭
ニ
覆
ヘ
リ
、
而

ル
間
、
願
ノ
如
、
此
ノ
朝
ニ
天
台
宗
ヲ
渡
シ
テ
弘
メ
置
ケ
リ
。

そ
こ
で【
表
二】

か
ら【

表
五】

に
挙
げ
た
文
献
か
ら
、
草
木
が
生
え

亘
っ
た
り
紫
雲
が
覆
っ
た
り
し
た
記
述
の
あ
る
も
の
を
取
り
出
し
ま
と

め
る
と
、【
表
六】
の
よ
う
に
な
る
。
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改
め
て
確
認
し
て
み
る
と
、『

日
本
高
僧
伝
要
文
抄』

や『

叡
山
大
師

伝』

、
そ
し
て『

元
亨
釈
書』

に
は
、
香
春
神
社
に
詣
で
た
際
に
草
木

が
生
え
亘
っ
た
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

七
、
地
元
に
残
る
最
澄
伝
承

こ
の
最
澄
が
香
春
神
社
に
詣
で
た
話
は
、
在
地
伝
承
と
し
て
今
な
お

地
元
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
古
い
地
元
の
記
録
を
多
く
伝
え
る
、
白

鳥
山
成
道
寺

(

注
�)

の
縁
起
の
冒
頭
部
に
は
、
成
道
寺
は
最
澄
が
天
台
別
院
十

六
伽
藍
の
一
つ
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

『

田
川
市
史

(

注
�)』

が
、
最
澄
の
田
川
地
方
に
お
け
る
天
台
別
院
建
立
に

つ
い
て
ま
と
め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
延
暦
二
十
三
年
、
最
澄
が
入
唐

求
法
に
際
し
、
宇
佐
神
宮
と
香
春
神
社
に
詣
で
て
、
渡
海
安
全
の
祈
誓

を
こ
め
、
翌
二
十
四
年
に
帰
朝
し
た
の
ち
、
再
び
香
春
社
に
至
り
、
無

事
に
帰
朝
で
き
た
恩
に
報
い
る
た
め
、
天
台
別
院
十
八
伽
藍
を
建
立
し

た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
最
澄
建
立
の
十
八
伽
藍
の
随
一
と
伝
え
ら

れ
て
き
た
豊
前
天
台
寺
で
は
、
遺
跡
発
掘
の
結
果
、
伽
藍
配
置
や
出
土

し
た
新
羅
系
の
瓦
か
ら
、
奈
良
時
代
の
創
建
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
、
最
澄
が
建
立
し
た
と
い
う
伝
承
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
こ
の
田
川
市
に
残
っ
て
い
る
最
澄
の
仏
教
寺
院
創
設
譚
は
、
古
く

か
ら
あ
っ
た
仏
教
寺
院
に
、
そ
の
後
に
天
台
宗
が
広
ま
っ
た
影
響
か
ら
、

最
澄
の
仏
教
寺
院
建
立
譚
と
結
び
つ
き
、
様
々
な
文
献
に
書
き
記
さ
れ

て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
田
川
市
に
は
、｢

経
塚｣

と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
て
、『

田
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叡
岳
要
記

上(

延
暦
寺
根
本
神
宮
寺
記)

元
亨
釈
書

巻
一

私
聚
百
因
縁
集

七－

六

日
本
高
僧
伝
要
文
抄

拾
遺
往
生
伝

上－

三

法
華
験
記

上－

三

叡
山
大
師
伝

伝
教
大
師
行
状
記

伝
教
大
師
伝

今
昔
物
語
集

十
一－
十

三
宝
絵

下

文
献
名

○ ○ ○ 草
木

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 紫
雲

【
表
六
】(

記
述
の
あ
る
も
の
に
○
を
付
し
た)



川
市
史』

民
俗
篇
に
は
、
次
の
よ
う
な
地
名
伝
承
に
つ
い
て
の
解
説
が

あ
る
。経

塚
、
上
伊
田
、
川
沿
い
の
岩
石
の
切
り
崩
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
。
弘
仁
年
間
に
伝
教
大
師
が
唐
よ
り
帰
朝
し
、
豊
前
・
豊
後
に

十
八
ヵ
所
の
天
台
別
院
を
建
立
し
、
彦
山
金
剛
窟
に
籠
も
り
久
し

く
修
法
し
て
法
華
経
を
書
写
し
た
の
ち
、
香
春
神
宮
院
で
七
日
間

の
講
莚
を
開
き
、
経
本
を
壷
に
納
め
て
宗
法
に
則
り
各
方
面
の
地

を
選
ん
で
こ
れ
を
埋
め
た
。
こ
の
経
塚
は
そ
の
一
つ
で
あ
る(

大

正
初
年
彦
山
川
改
修
工
事
の
際
に
若
宮
の
岩
鼻
よ
り
経
筒
を
発
掘
、

成
道
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る)

。

九
州
に
於
け
る
経
塚
は
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら
出
現
し
、
十
二
世
紀
の

中
ご
ろ
に
終
焉
を
迎
え
た
こ
と
が
発
掘
調
査
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
て
お

り

(

注
�)、
こ
の
経
塚
の
出
土
も
、
こ
の
地
方
に
伝
わ
る
最
澄
に
よ
る
仏
教
寺

院
建
立
譚
の
一
つ
と
し
て
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
在
地
伝
承
が
、『

直
談
因
縁
集』

へ
と
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
考

え
て
よ
い
の
か
ど
う
か
は
容
易
に
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ

の
可
能
性
を
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
ま
い
。

八
、
ま
と
め

『

直
談
因
縁
集』

の
説
話
に
つ
い
て
は
、
所
収
さ
れ
て
い
る
説
話
の

舞
台
と
な
っ
た
地
域
や
、
書
写
者
で
あ
る
舜
雄
の
活
動
遍
歴
な
ど
か
ら
、

関
東
の
談
義
所
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
先
学
に
よ
り
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
や
は
り
、
九
州
に
ま
つ
わ
る
説
話
は
、
極

め
て
数
が
少
な
い
。
そ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
北
部
九
州
に
纏
わ

る
最
澄
の
宇
佐
神
宮
や
香
春
神
社
へ
の
参
詣
説
話
が
、
宇
佐
で
の
出
来

事
な
の
か
、
香
春
で
の
出
来
事
な
の
か
、
在
地
に
残
る
伝
承
ほ
ど
、
厳

密
に
土
地
の
区
別
を
さ
れ
ず
、
関
東
の
談
義
所
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

な
お
、
最
澄
と
宝
塔
と
を
結
び
つ
け
た
も
の
と
し
て
、｢

六
所
宝
塔

(

注
�)｣

と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
六
所
宝
塔
に
つ
い
て
は
、
土
田
充
義
氏

の『

八
幡
宮
の
建
築

(

注
�)』

に
詳
し
い
の
で
、
次
に
引
用
す
る
。

東
国
か
ら
帰
っ
た
最
澄
は
、
弘
仁
九
年
四
月
二
十
一
日
に
、
六

大
宝
塔
院
建
立
の
祈
願
を
立
て
た
。
宇
佐
神
宮
寺
に
建
立
す
る
多

宝
塔
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
実
際
に
は
建
立
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

計
画
だ
け
は
さ
れ
た
。

天
台
伝
教
大
師
の
去
弘
仁
八
年
の
遺
記
に
従
っ
て
、
衆
生
が
仏
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門
に
入
ら
ん
が
為
に
願
い
と
し
て
、
六
〇
〇
〇
部
の
法
華
経
を
写

し
て
六
基
の
宝
塔
に
納
め
る
こ
と
に
し
た
。
六
基
の
宝
塔
は
叡
山

東
西
塔
・
上
野
・
下
野
の
国
、
筑
前
竈
門
山
、
豊
前
宇
佐
弥
勒
寺

に
建
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
竈
門
山
の
宝
塔
が
承
平
三
年
に
完

成
し
、
残
る
は
宇
佐
弥
勒
寺
の
宝
塔
の
み
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が

寛
平
年
間
に
写
し
た
二
〇
〇
部
を
焼
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
箱
崎

神
宮
寺
に
新
た
に
一
〇
〇
〇
部
の
法
華
経
を
写
し
、
一
基
の
宝
塔

を
建
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
承
平
五
年
よ
り
工
事
を
始
め
た
。
宇

佐
弥
勒
寺
は
六
基
の
宝
塔
の
一
端
を
担
え
な
か
っ
た
が｢

彼
宮
此

宮
雖
其
地
異
、
権
現
菩
薩
垂
迹
猶
同｣
と
述
べ
る
如
く
、
同
じ
神

を
安
置
す
る
八
幡
宮
で
あ
っ
た
。
宝
塔
は
多
宝
塔
の
こ
と
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
と｢
上
層
安
置
千
部
経
王
、

下
壇
令
修
法
花
三
昧｣

と
述
べ
る
ご
と
く
、
多
宝
塔
の
上
層
に
は

一
〇
〇
〇
部
の
法
華
経
を
納
め
、
下
で
は
法
華
三
昧
の
修
行
を
し

た
。

竈
門
山
の
宝
塔
の
跡
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
遺
跡
は
、
昭
和
五
十
六

年
に
小
西
信
二
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

(

注
�)

、
現
在
も
太
宰
府
市
教
育
委
員

会
な
ど
に
よ
り
発
掘
作
業
が
進
ん
で
い
る
。
そ
し
て
現
在
散
逸
し
て
し

ま
っ
た
六
所
宝
塔
と
最
澄
の
遺
徳
と
を
偲
び
、
宝
満
山
の
宝
塔
跡
と
宇

佐
神
宮
と
に
そ
れ
ぞ
れ
宝
塔
が
建
立
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
六

日
に
は
宝
満
山
で
、
翌
十
七
日
に
は
宇
佐
神
宮
で
天
台
宗
に
よ
る
落
慶

法
要
が
営
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
天
台
宗
開
宗
一
二
〇
〇
年
を
記
念
し
、

最
澄
が
創
建
し
た
時
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
国
家
の
安
泰
と
世
界
の
平
和

を
祈
る
聖
蹟
と
し
て
石
造
の
宝
塔
を
建
立
し
、
中
に
法
華
経
を
納
め
た

も
の
で
あ
る

(

注
�)

。

田
川
に
於
け
る
伝
教
大
師
の
伝
説
と
同
様
に
、
六
所
宝
塔
に
つ
い
て

も
直
談
系
の
説
話
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
る
の
か
容
易
に
は
掴
み

が
た
い
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
伝
承
世
界
を
背
景
に
、
最
澄
と
宝
塔

と
が
結
び
つ
き
、
最
澄
の
宇
佐
神
宮
参
詣
説
話
が
、
見
宝
塔
品
の
教
え

を
伝
え
る
の
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
説
話
と
し
て
作
り
変
え
ら
れ
、
直
談

系
の
説
話
に
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

注
１

主
な
研
究
書
と
し
て
、
廣
田
哲
通
氏『

中
世
仏
教
説
話
の
研
究』

(

勉
誠

社
、
一
九
八
七
年)

、
廣
田
哲
通
氏『

中
世
法
華
経
注
釈
書
の
研
究』

(

臨
川
書
店
、
一
九
七
九
年)

、
中
野
真
麻
理
氏『

一
乗
拾
玉
集
の
研
究』

(

臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年)

、
阿
部
泰
郎
氏
他『

日
光
天
海
蔵

直
談

因
縁
集

翻
刻
と
索
引』

(

和
泉
書
院
、
一
九
九
八
年)

な
ど
が
あ
る
。

論
文
に
関
し
て
は
紙
幅
の
都
合
上
一
つ
一
つ
を
挙
げ
る
こ
と
は
出
来
な

い
が
、
本
稿
で
は
特
に
、
近
本
謙
介
氏
の
一
連
の
御
論
文｢

直
談
の
説

話
と
位
相

日
光
輪
王
寺
天
海
蔵『

直
談
因
縁
集』

を
め
ぐ
っ
て

｣
(『

山
辺
道』

第
四
一
号
、
一
九
九
七
年)

、｢

話
型
を
同
じ
く
す
る
物
語

の
再
編

直
談
の
因
縁
を
め
ぐ
る

｣
(『

仏
教
文
学
と
そ
の
周
辺』
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和
泉
書
院
、
一
九
九
八
年)

、｢

輻
輳
す
る
伝
承
の
層

『

直
談
因
縁
集』

と
中
世
物
語
・
語
り
物
文
芸

｣
(『

古
代
中
世
文
学
研
究
論
集』

第
三

集
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年)

、｢

室
町
の
学
芸
と
お
伽
草
子｣

(『

お

伽
草
子

百
花
繚
乱』

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年)

及
び
、
小
林
直
樹

氏｢

唱
導
用
説
話
集
に
お
け
る
説
話
連
関

『

直
談
因
縁
集』

を
め
ぐ

る

｣
(『

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
紀
要
人
文
学
研
究』

四
八－

一
〇
、

一
九
九
六
年)
、
大
島
由
紀
夫
氏｢｢

濡
れ
衣｣

説
話
の
展
開｣

(『

学
習

院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌』

第
三
一
号
、
一
九
八
八)

、
渡
辺
麻
理
子
氏

｢

談
義
書(

直
談
抄)
の
位
相

『

鷲
林
拾
葉
鈔』

・『

法
華
経
直
談
抄』

の
物
語
を
め
ぐ
っ
て

｣
(『

中
世
文
学』

第
四
七
号
、
二
〇
〇
二
年)

、

箕
浦
尚
美
氏｢

談
義
と
室
町
物
語

真
宗
の
談
義
を
中
心
に

｣
(『

日
本
古
典
文
学
史
の
課
題
と
方
法

漢
詩

和
歌

物
語
か
ら
説
話

唱
導
へ

』

和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年)
、
箕
浦
尚
美
氏｢

談
義
唱

導
と
お
伽
草
子｣

(『

お
伽
草
子

百
花
繚
乱』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八

年)

恋
田
知
子
氏｢

室
町
の
道
成
寺
説
話

物
語
草
子
と
法
華
経
直
談

｣
(『

説
話
・
伝
承
学』

第
一
五
号
、
二
〇
〇
七
年)
な
ど
を
参
照
し

た
。

注
２

引
用
本
文
は
、
廣
田
哲
通
氏
・
阿
部
泰
郎
氏
・
田
中
貴
子
氏
・
小
林
直

樹
氏『

日
光
天
海
蔵
直
談
因
縁
集

翻
刻
と
索
引』

(

和
泉
書
院
、
一
九

九
八
年)

に
よ
る
。

注
３

引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

注
４

以
下
の
文
献
を
比
較
検
討
に
用
い
た
。『

三
宝
絵』

(

新
日
本
古
典
文
学

大
系)

、『

今
昔
物
語
集』

(

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集)

、『

宝
物
集』

(

新
日
本
古
典
文
学
大
系)

、『

水
鏡』

(

国
史
大
系)

、『

古
今
著
聞
集』

(

日
本
古
典
文
学
大
系)

、『

伝
教
大
師
伝』

(

佐
伯
有
清
氏『

伝
教
大
師

伝
の
研
究』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年)

、『

比
叡
山
元
初
祖
師
行
業

記』
(『

伝
教
大
師
全
集
第
五』

比
叡
山
図
書
刊
行
会
、
一
九
二
七
年)

、

『

伝
教
大
師
行
状
記』

(『

宇
佐
神
宮
史』

資
料
篇
巻
二)

、『

叡
山
大
師
伝』

(『

宇
佐
神
宮
史』

資
料
篇
巻
二)

、『

法
華
験
記』

(

日
本
思
想
大
系)

、

『

拾
遺
往
生
伝』

(

日
本
思
想
大
系)

、『

日
本
高
僧
伝
要
文
抄』

(

大
日
本

佛
教
全
書)

、『

私
聚
百
因
縁
集』

(

古
典
文
庫)

、『

元
享
釈
書』

(

大
日

本
佛
教
全
書)

、『

叡
山
容
記』

(

群
書
類
従
第
四
三
九)

、『

僧
綱
補
任
抄

出』
(『

宇
佐
神
宮
史』

資
料
篇
巻
二)

、『

宮
寺
縁
寺
抄』

(『

宇
佐
神
宮

史』

資
料
篇
巻
二)

、『

東
大
寺
八
幡
験
記』

(『

宇
佐
神
宮
史』

資
料
篇

巻
二)

、『

八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集』

(『

宇
佐
神
宮
史』

資
料
篇
巻
二)

、

『

宇
佐
宮
年
中
斎
会
法
文
案』

(『

宇
佐
神
宮
史』

資
料
篇
巻
二)

注
５

『

今
昔
物
語
集』

な
ど
で
は
延
暦
二
十
四
年
に
参
詣
し
た
と
あ
る
が
、
実

際
は
弘
仁
五
年
が
正
し
い
。

注
６

渡
辺
守
邦
氏｢

直
談
鈔
と
説
話｣

(『

解
釈
と
鑑
賞』

四
九
巻
二
号
、
一

九
八
四
年)

。
本
文
は『

法
華
経
直
談
鈔』

(

臨
川
書
店
、
一
九
七
九
年)

を
参
照
し
た
。

注
７

引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

注
８

古
代
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
木
本
雅
康
氏『

古
代
の
道
路
事
情』

(

吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
〇)

、
中
村
太
一
氏『

日
本
の
古
代
道
路
を
探
す』

(

平
凡
社
、
二
〇
〇
〇)

、
木
下
良
監
修
建
部
健
一
著『

完
全
踏
査

続

古
代
の
道』

(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年)

、
金
田
章
裕
氏
・
木
下
良

氏
・
立
石
友
男
氏
・
井
村
博
宣
氏
編
集『

地
図
で
見
る
西
日
本
の
古
代』

(

平
凡
社
、
二
〇
〇
九
年)

な
ど
を
参
照
し
た
。

注
９

『

宇
佐
神
宮
史』

資
料
篇
巻
二
を
参
照
。

注
10

『

続
日
本
後
紀』

に
は『

香
春
神
社
御
縁
起』

と
同
文
の
記
述
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注
11

諸
注
、
奈
良
の
春
日
社
で
は
な
く
香
春
社
を
指
す
と
し
て
い
る
。
よ
っ

て
こ
こ
に
地
名
の
異
同
は
無
い
も
の
と
し
た
。

注
12

成
道
寺
は
こ
の
他
に『

平
家
物
語』

巻
六｢

小
督｣

の
章
段
の
後
日
譚
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を
伝
え
て
い
る
。
拙
稿｢

軍
記
物
語
と
お
伽
草
子｣

(『

お
伽
草
子

百

花
繚
乱』

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年)

及
び｢

福
岡
県
田
川
市
成
道
寺

蔵『
小
督
局
畧
縁
記』

の
詞
章
と
翻
刻｣

(『

文
献
探
究』

四
七
号
、
二

〇
〇
九
年)

、｢

小
督
説
話
の
展
開

在
地
に
お
け
る
平
家
伝
承
の
一
考

察

｣
(『

伝
承
文
学
研
究』

第
五
九
号
、
二
〇
一
〇
年)

注
13

『

田
川
市
史
上
巻』

(

田
川
市
、
一
九
七
四
年)

『

田
川
市
史
民
俗
篇』

(

田
川
市
、
一
九
七
九
年)

な
ど
を
参
照
。

注
14

経
塚
に
つ
い
て
は
主
に
、
関
秀
夫
氏『

経
塚
の
諸
相
と
そ
の
展
開』
(

雄

山
閣
出
版
、
一
九
九
〇
年)
及
び
、
小
田
富
士
雄
氏
・
平
尾
良
光
氏
・

飯
沼
賢
司
氏
共
編『

経
筒
が
語
る
中
世
の
世
界』

(

思
文
閣
出
版
、
二
〇

〇
八
年)

な
ど
を
参
照
し
た
。

注
15

『

叡
岳
要
記』

(

群
書
類
従
第
四
三
九)
所
収
の｢

天
台
法
華
院｣

、『

延

暦
寺
護
国
縁
起

巻
中』

所
収
の｢
叡
山
大
師
大
日
本
国
中
所
造
六
所

宝
塔
縁
起
文
第
一
二｣

、『

天
台
霞
標』

所
収
の｢

六
所
造
宝
塔
願
文｣

な
ど
に
見
ら
れ
る
。

注
16

『

八
幡
宮
の
建
築』

(

九
大
出
版
会
、
一
九
九
二
年)
よ
り
抜
粋

注
17

竈
門
山
の
六
所
宝
塔
及
び
最
澄
の
参
籠
に
つ
い
て
は
、
小
田
富
士
雄
編

『

宝
満
山
の
地
宝』

(

財
団
法
人
太
宰
府
顕
彰
会
・
太
宰
府
天
満
宮
文
化

研
究
所
、
一
九
八
二
年)

、『

太
宰
府
市
史』

建
築
・
美
術
工
芸
資
料
編

(

太
宰
府
市
、
一
九
九
八
年)

、『

太
宰
府
市
史』

考
古
資
料
編(
太
宰
府

市
、
一
九
九
二
年)

、
森
弘
子
氏『

宝
満
山
の
環
境
歴
史
学
研
究』

(
財

団
法
人
太
宰
府
顕
彰
会
、
二
〇
〇
八
年)

な
ど
を
参
照
し
た
。

注
18

『

天
台
ジ
ャ
ー
ナ
ル』

第
八
一
号(

二
〇
〇
九
年
一
二
月
発
行)

【

付
記】

本
稿
は
、
伝
承
文
学
研
究
会
第
三
六
四
回
東
京
例
会
及
び
、
福
岡
女

学
院
大
学
第
一
二
回
地
域
文
化
研
究
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ

く
も
の
で
す
。
席
上
、
貴
重
な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
先
生
方
に
、

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
資
料
の
閲
覧
及
び
田
川
地
方
の
実
地

踏
査
に
際
し
多
大
な
る
ご
協
力
を
下
さ
い
ま
し
た
、
成
道
寺
住
職
畑

野
孝
之
氏
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(

も
り

さ
と
こ
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程)
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